
三重大学附属図書館

大学図書館における情報管理大学図書館における情報管理
～三重大学の電子ｼﾞｬｰﾅﾙｻｰﾋﾞｽを中心に～～三重大学の電子ｼﾞｬｰﾅﾙｻｰﾋﾞｽを中心に～

三重大学附属図書館参考調査係

電子メール：sanko@lib.mie-u.ac.jp

　　　　

20032003年年11月月3131日日

教育学部「情報管理学」教育学部「情報管理学」

図書館講習会資料図書館講習会資料



三重大学附属図書館

本日の講習会内容本日の講習会内容

　　学術雑誌の情報管理学術雑誌の情報管理

　　電子ジャーナルを中心に　－実習ー　　電子ジャーナルを中心に　－実習ー

　　
　　今後の展開　－ハイブリッド図書館－今後の展開　－ハイブリッド図書館－

　　大学図書館における情報管理大学図書館における情報管理　
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大学図書館の情報管理大学図書館の情報管理
大学図書館とは？（１）大学図書館とは？（１）

大学図書館は，大学設置基準で定められている大学図書館は，大学設置基準で定められている

大学設置基準　（昭和三十一年十月二十二日文部省令第二十八号）

（図書等の資料及び図書館）

第三十八条

　大学は、学部の種類、規模等に応じ、図書、学術雑誌、視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料
　を、図書館を中心に系統的に備えるものとする。

２　図書館は、前項の資料の収集、整理及び提供を行うほか、情報の処理及び提供のシステムを整備
　　して学術情報の提供に努めるとともに、前項の資料の提供に関し、他の大学の図書館等との協力　
　　に努めるものとする。

３　図書館には、その機能を十分に発揮させるために必要な専門的職員その他の専任の職員を置くも
　　のとする。

４　図書館には、大学の教育研究を促進できるような適当な規模の閲覧室、レフアレンス・ルーム、整　
　　理室、書庫等を備えるものとする。

５　前項の閲覧室には、学生の学習及び教員の教育研究のために十分な数の座席を備えるものとする。

　　　　　　　（　法令データ提供システム　　　http://law.e-gov.go.jp/fs/cgi-bin/strsearch.cgi　　）
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大学図書館の情報管理大学図書館の情報管理
大学図書館とは？（２）大学図書館とは？（２）

大学図書館の機能と役割大学図書館の機能と役割

◆　学習（教育）支援機能　　研究支援機能　　（地域貢献機能）

　　　学生・教官（地域）のために，学習環境・研究環境を整える

　　

◆　「資料（文献／情報）の提供」・・・・

　　　資料（文献／情報）のストック＆フロー （保存・保管と流通・提供）

　　　「情報の処理及び提供のシステム」が必要
　　

◆　「環境」・・・・　資料（文献／情報）　場所　サービスの提供

　　　資料（文献／情報）は，マルチメディア化・ハイブリッド化している
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大学図書館の情報管理大学図書館の情報管理
図書館システムについて（１）図書館システムについて（１）

日本の図書館システムの発展（ダイジェスト）日本の図書館システムの発展（ダイジェスト）

◆　図書館業務システムの始まり：　1970年代～　

　　　・OPAC(Online Public Access Catalog)などのユーザ向けオンライン

　　　　情報システムは1980年代半ば頃から公開

　　◆　図書館業務システムの変遷：　1990年代～　

　　　・自館開発から図書館システムパッケージ（ハード＆ソフト）導入へ

・ホスト（集中管理型）方式からクライアント・サーバ（分散型）方式へ
　　　

　　
◆　電子図書館システムの登場：　1990年代半ば～　

　　　・背景：　インターネット（ネットワーク）の普及とハードの性能アップ

　　　・情報発信型へ
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大学図書館の情報管理大学図書館の情報管理
図書館システムについて（２）図書館システムについて（２）

図書館業務システム図書館業務システム

◆　図書館のスタッフが使用する，ハウスキーピング的な複合システム

　　　利用者情報・貸出情報・図書購入・雑誌購入・目録作成・相互協力・統計　

　　　蔵書（資産）管理・・・・独立行政法人化に向けて，整備中

　　

図書館サービスシステム図書館サービスシステム

◆　図書館の利用者が直接使用する，サービスのためのシステム

　　　・業務システムと表裏一体：　蔵書検索（MU-OPAC），自動貸出システム

　　　・電子図書館システム：　電子化された資料や画像・音声などを含む
　　　　インターネットを用いた新しいタイプのサービスシステム　　
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学術雑誌の情報管理学術雑誌の情報管理
学術雑誌の流通の変遷（１）学術雑誌の流通の変遷（１）

◆　雑誌（冊子体／印刷媒体）の物と情報の流れ　（単体）

　　　・雑誌単体・物は直送や書店経由。情報は図書館で入力

　　　・雑誌の保存（製本）・利用

　　

目録情報作成

カード　(冊子)　→　オンライン

書店 図書館

OPAC所蔵情報

保存・利用

物理的ストック＆フロー
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学術雑誌の情報管理学術雑誌の情報管理
学術雑誌の流通の変遷（２）学術雑誌の流通の変遷（２）

◆　雑誌（冊子体／印刷媒体）の物と情報の流れ　（一括納入）

　　　・雑誌を一括して送付する。書店（物流センター）経由

　　　・納入情報がFDで添付される。図書館アップロード

　　　・雑誌の保存（製本）・利用
　　

物流センター 図書館

アップロード納入情報
OPAC所蔵情報

保存・利用

物理的ストック＆フロー
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学術雑誌の情報管理学術雑誌の情報管理
学術雑誌の流通の変遷（３）学術雑誌の流通の変遷（３）

◆　CD-ROM版電子ジャーナル（パッケージ型電子媒体）

　　　・雑誌の全文がCD-ROMで送付される。

　　　・図書館のサーバにロードするなどして，利用に供する。

　　　・学術雑誌に関しては，過渡期のメディアだった。
　　

メディア変換 図書館

ロード・

情報保存

雑誌全文

の閲覧

電子的ストック＆フロー
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学術雑誌の情報管理学術雑誌の情報管理
学術雑誌の流通の変遷（４）学術雑誌の流通の変遷（４）

◆　電子ジャーナルElectronic Journal : EJ（オンラインジャーナル）の登場

　　　・雑誌の全文にオンラインでアクセスする。

　　　・１冊1冊の契約ではなく，出版社ごとにまとめて契約。
　　　・バックナンバーへのアクセス，アーカイビング（保存）が課題。　　

各学術出版社・
学会など

図書館：　交渉・契約・

利用案内・情報ポータル

IPアドレス

ID/PSWD
認証

雑誌全文

の閲覧

フローのみ？ストックはどこで？
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学術雑誌の変遷のポイント学術雑誌の変遷のポイント
　

学術雑誌の情報管理学術雑誌の情報管理
学術雑誌の変遷（まとめ）学術雑誌の変遷（まとめ）

◆　冊子体（印刷媒体）　→　電子ジャーナル（ネットワーク電子媒体）　へ

　　　　
◆　雑誌ボリューム（巻･号）単位　→　個々の論文単位　へ　

　　　　
◆　物流＆所有（購入）　→　情報アクセス（アクセス権の契約）　へ　

　　　　

　　資料（文献／情報）のハイブリッド化が著しい。

　　ストック＆フロー（保存・保管と流通・提供）スタイルの変革
　（１），（２），（４）のパターンが並存している。＝ハイブリッド図書館
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学術雑誌の管理と利用学術雑誌の管理と利用

◆　冊子

　　　・所蔵情報は，MU-OPAC, NACSIS-Webcat（全国大学図書館）など

　　　　所蔵データベースで。

　　　・現物は，製本するなどして図書館や各研究室で保存。　　

現在は，冊子と電子ジャーナルは分けて管理（提供）現在は，冊子と電子ジャーナルは分けて管理（提供）

◆　電子ジャーナル

　　　・「電子ジャーナルアクセスサービス」で管理・提供。
　　　　電子ジャーナルのポータルサイト。

　　　　マイクロソフトのACCESSを用いて情報管理。

　　　　ACCESS→テキストデータ→Perl, Awk→html化→無料の検索CGI。
　　　・現在のところ，MU-OPACでは検索できない。
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電子ジャーナルデモと利用実習電子ジャーナルデモと利用実習

◆　『情報管理』　（科学技術振興事業団）2001.9  44(9)  622-628

　　　　松村多美子　デジタル・アーカイビング－電子ジャーナルを中心に－

以下の電子ジャーナルと，冊子と比較してみましょう以下の電子ジャーナルと，冊子と比較してみましょう

◆　Elsevier Science社の電子ジャーナルを見てみましょう。

　　　　※図書館ホームページの「電子ジャーナルアクセスサービス」から

　　　　　　アクセスしてみましょう。PDF版とFulltext（HTML版）を両方見てみましょう。

◆　『Nature』　（Nature Publishing Group）

　Vol. 421, 　335 - 340 (2003); 　DOI:10.1038　/　nature01342 　
　Xing Xu ,　Four-winged dinosaurs from China .

　　　　※図書館ホームページの「学生ポータル」からアクセスしてみましょう。

【DOI】Digital Object Identifier

デジタルオブジェクト識別子:
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英文電子ジャーナルABC順・出版社別リスト

ABC順リスト
雑誌名冒頭の
Theは，配列から
はずしてあります

三重大学電子ジャーナルアクセス・サービス三重大学電子ジャーナルアクセス・サービス

出版社別リスト
Elsevier社の
電子ジャーナルは，
ScienceDirectを
選択
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検索ボックス

◆◆雑誌タイトル、ISSN、出版社、アグリゲータ名、URLから　　
　　検索します。複数の単語はスペースで区切ってください。

◆◆約30のカテゴリーに分類されています。

英文電子ジャーナル検索機能と分野別リスト
三重大学電子ジャーナルアクセス・サービス三重大学電子ジャーナルアクセス・サービス
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電子ジャーナルの特徴電子ジャーナルの特徴

電子ジャーナルのメリット電子ジャーナルのメリット

◆雑誌論文の全文を、無料で，24時間，キャンパス内のどこからでも，　　　　　
　　複数の人が同時に，ネットワークパソコン上で読むことができる。　　　　　　　
　　学外からリモートアクセスできる出版社もある。　　　

◆コンソーシアム契約（他大学との共同契約）などにより、　　　　　　　　　　　　　

　　三重大学で購入していないジャーナルも見られる。　

◆必要な文献だけプリントできるので、効率的。製本代や　　　　　　　　　　　　　

　　保存場所を節約できる。冊子が届くより早く見られるものも多数ある。　　　

◆論文を単に電子化するだけでなく，検索やアラート，データベース　　　　　　　
　　検索結果からの直接リンクなど，付加価値がある。　　
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電子ジャーナルを電子ジャーナルを
利用するメリット利用するメリット

電子ジャーナルは，世界標準です電子ジャーナルは，世界標準です

◆特に，欧文のものは，全世界の大学や企業などで使われてる。

　　学生生活にはもちろん，留学や就職などにも有利。

◆図書館の文献データベース（雑誌記事索引やWeb of Scienceなど）で　　　

　検索できる情報や，雑誌論文そのものは，「学術情報」と称される。　

学術情報は，いわゆる一般的な情報とは違います学術情報は，いわゆる一般的な情報とは違います

◆インターネット上で流通している情報と違い，学術情報は，レフェリー制度　　

　などによって，信頼性の高い権威ある情報と位置づけられる。　
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電子ジャーナル活用法電子ジャーナル活用法

読みたい雑誌，出版社が決まっている読みたい雑誌，出版社が決まっている

いろいろな出版社のジャーナルの論文を横断的に検索いろいろな出版社のジャーナルの論文を横断的に検索

各ジャーナルの目次から参照したり，各社のサービス内で，　　　　　　　
検索や利用登録によるサービスを活用する。

Web of ScienceやPubMedなどの文献データベースの検索結果から，
電子ジャーナルへリンク。

印刷するなら，印刷するなら，PDFPDFタイプ，編集するならタイプ，編集するならHTMLHTMLタイプタイプ
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国内電子ジャーナルの例国内電子ジャーナルの例

◆　NACSIS-ELS　国内学会誌電子図書館サービス

　　　　　　国内約80の学会が提供する，約200種類の雑誌の全文がみられる。

　　　　　　（全分野）　料金決済などの独自システム。プラグインソフト必要。

　　　　　【例】　『教育情報研究』（日本教育情報学会）

◆　J-STAGE　科学技術情報発信・流通総合システム

　　　　　　科学技術情報関係の電子ジャーナル。PDFタイプのEJ

　　　　　【例】　『情報管理』　（科学技術振興事業団）　実習資料参照。

国内電子ジャーナル事情国内電子ジャーナル事情

◆　NII　国内大学紀要電子化プロジェクト

　　　　　　国内大学が発行する紀要の電子化。PDFタイプのEJ

　　　　　【例】　『三重大学教育実践研究指導センター紀要』　予定
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今後の展開今後の展開
ハイブリッド図書館の情報管理ハイブリッド図書館の情報管理

　冊子体（印刷媒体）と電子ジャーナル（ネットワーク電子媒体），
　どちらの形態か，気にせずに，「一元的」に使いたい（管理したい）。　　　　

◆　冊子体（印刷媒体）の物理的な資料の情報管理＝目録情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋

◆　ネットワーク上の情報管理＝メタデータ（データに付与されるデータ）　
　　

““WebOPACWebOPAC””の活用と，情報ポータル（玄関口）が重要の活用と，情報ポータル（玄関口）が重要

【portal site】　〔ポータルは玄関の意〕

インターネットでウェブ-ページを見る際に，最初に入るウェブ-サイト。

【metadata】

データの意味について記述したデータ。
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NACSIS　Webcat
全国版の蔵書検索で
雑誌名で検索。

ハイブリッド図書館の情報管理ハイブリッド図書館の情報管理
WebWeb--OPACOPACの活用（１）の活用（１）

統一したインターフェースで，
冊子の雑誌，電子ジャーナ
ル，オンライン百科事典や
新聞など，あらゆる情報が
検索できれば，便利！
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NACSIS　Webcat
冊子体の雑誌の
所蔵情報へ

ハイブリッド図書館の情報管理ハイブリッド図書館の情報管理
WebWeb--OPACOPACの活用（２）の活用（２）

NACSIS　Webcat
電子ジャーナルの
情報のページへ
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ハイブリッド図書館の情報管理ハイブリッド図書館の情報管理
WebWeb--OPACOPACの活用（３）の活用（３）

NACSIS　Webcat
冊子体の雑誌の所蔵情報
全国で，545箇所の大学等が
所蔵していることがわかる
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ハイブリッド図書館の情報管理ハイブリッド図書館の情報管理
WebWeb--OPACOPACの活用（４）の活用（４）

NACSIS　Webcat
電子ジャーナルの
情報のページ

URLをクリック
すると，
電子ジャーナル
のページへリンク
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NACSIS　ELS
国内学会誌の
電子ジャーナル
表示ボタンで全文が
読める。

ハイブリッド図書館の情報管理ハイブリッド図書館の情報管理
WebWeb--OPACOPACの活用（５）の活用（５）
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ハイブリッド図書館の情報管理ハイブリッド図書館の情報管理
情報ポータルサイトの活用情報ポータルサイトの活用

◆　目的別のポータル

　　　　電子ジャーナルアクセスサービスのほか，

　　　　雑誌記事を探す・読む，本を探す・読む（作成中）　など

◆　立場別のポータル

　　　　教官ポータル，学生ポータル，留学生ポータル（作成中）　など

附属図書館ホームページの附属図書館ホームページのWebWebサービス窓口サービス窓口

クリック！

管理する情報は，サービスする情報と，常に表裏一体！管理する情報は，サービスする情報と，常に表裏一体！
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企業と情報管理システム企業と情報管理システム
図書館システムと比較してみる（１）図書館システムと比較してみる（１）

企業の情報管理も，図書館の情報管理も，基本は同じ企業の情報管理も，図書館の情報管理も，基本は同じ

◆　業務システムが，誰が，何のために，何をするのかを規程するのに

　　　対し，情報システムは，コンピュータの情報処理システムやFAX，電話

　　　などの情報機器さらに人間による手作業を使って，誰のために，誰が

　　　どのような情報を，どのようにして流すのか，あるいは情報の入力・
　　　出力の方法，処理のタイミング，を規定するものである。

※　猪平進ほか　「インターネット時代の情報管理概論 : 情報・システム・意思決定」　
　　　1999　共立出版　p.166　より　引用
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業務システム

※　「インターネット時代の情報管理概論」　　
　　　p.166　出口博章
図13.1　経営システムと情報システムの概念

業務・管理プロ
セス，組織

　管理・支援
生産要素

製品・
サービス

情報システム

情報処理システム

※　出版社の許諾を得て
　　転載しています。

企業と情報管理システム企業と情報管理システム
図書館システムと比較してみる（２）図書館システムと比較してみる（２）
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三重大学附属図書館がめざす三重大学附属図書館がめざす
情報ｻｰﾋﾞｽ戦略情報ｻｰﾋﾞｽ戦略

◆　コンテンツ形成機能・・・・・本･雑誌･電子ジャーナル･DB･地域資料など

◆　インフラ構築機能・・・・・図書館建物・ネットワーク・ハードウエア

次世代図書館（？）が備えるべき要件次世代図書館（？）が備えるべき要件

◆　情報リテラシー強化機能・・・・・リテラシー支援講習会・レファレンスDB

◆　学術情報ポータル機能・・・・・学術教育情報の発信支援など

◆　研究開発機能・・・・・各種の機能・システムを支える基礎的・応用的研究

　　　　　　　　　　　　※　概念図は，最終ページを参照してください。　　　　　　
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図書館
システム
開発

情報管理
（情報サービス）の
システム構築には
ユーザの観点が
とても大切です。

これからもこれからも
附属図書館附属図書館をを

どんどんどんどん
活用してください活用してください

良いシステムは，良いシステムは，
良いユーザから生まれる・・・良いユーザから生まれる・・・

ユーザ
学生・教官


